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■概要 
空港などの大規模な屋内施設を利用するユーザに

向けたナビゲーション用ユーザーインタフェースの提

案。本インタフェースは、ユーザの足元に行先の方向

を直接示すことにより直感的に行先が伝わる特徴を備

えている。 

 
■開発の背景 
近年のユビキタス環境の発達により場所を選ば

ずに情報サービスを受けることが可能になった。

これらの一つに携帯電話やPDAを用いた個人向け
ナビゲーションサービスがある。しかし、これら

には特別な機器を個人が携帯する必要がある、機

器ごとの煩雑な操作を覚える必要がある、地図上

の自分の位置を俯瞰して把握する空間把握能力が

必要であるといった課題がある。ユビキタス環境

の整備が進めば、空港などの大規模な屋内施設で

は、従来の携帯電話や PDAなどの情報端末を利用
したナビゲーションサービスとは異なる新しい形

のナビゲーションサービスが提供できると考えら

れる。本提案はそのような屋内の大規模施設での

利用を想定した「いつでも、どこでも、自分のた

めだけの道案内」を実現するナビゲーションサー

ビスのインタフェースアイデアである。 
 
■解決すべき課題 
空港などの大規模な屋内施設では、従来の案内板

やサインに表示される情報が利用者を誘導する役割

を果たしている。(図 1) これらを個人向けサービスとい

った視点から見た場合には、次の課題がある。 

（A）個人に向けた情報が表示されない 

例えば、空港でユーザが飛行機に乗る場合には、

便名、ゲート名、ゲートの位置などから行先をユーザ

が自分自身で判断しながら移動しなればならない。 

（B）位置が固定されている 

案内板やサインは固定されているため、まずそれら

の位置を探すことから始めなければならない。 

また、携帯電話や PDA を用いたナビゲーションにも、

前述の課題がある。 

 

図 1 空港でのユーザの案内板利用シーン 

（調査写真：㈱日立製作所デザイン本部撮影） 

 
■ユビキタス環境における個人向けナビゲーショ

ンサービスのインタフェース 
 本提案では、屋内向け施設における個人向けナ

ビゲーションサービス用のインタフェースとして

図２を提案する。このインタフェースでは、ユー

ザのチケット（図２－A ）と認識装置（図２－B）
からユーザの位置、行先を把握し、表示装置（図

２－C）により、ユーザの足元に行先を矢印（図２
－D）で直接表示する。 
行先を表示するための矢印は、図３のようにユ

ーザの位置により自動的に方向が変わる。同時に、

行先の表示ではユーザに必要な登場時間なども表

示できるようにデザインした。 
 このインタフェースにより、ユーザはサービス

内であればどこでも自分の行先を直感的に把握す

ることができ、確実に目的地に到着することがで

きる。 
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図２ 個人向けナビゲーションサービス 
のインタフェース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 行先情報 
 
■プロトタイプ 
提案したインタフェースを体感することを目的

として、プロトタイプを製作した。プロトタイプ

の構成は、認識部（図２－B）には、ビデオカメラ、
表示装置（図２－C）にはプロジェクタを用いた。  
他の技術として認識部には、無線タグ、表示部

には、プラズマディスプレイ、将来的には紙型デ

ィスプレイなどが考えられるが、現時点では構築

の手軽さからこのような構成とした。認識にはユ

ーザの持つチケットの色情報を利用している。こ

のプロトタイプでは、約 2 m 四方のエリア内にチ
ケットをもったユーザが入るとそのユーザの足元

にナビゲーション情報が表示され、ユーザの移動

に伴ってこれらの情報も移動する。 
このプロトタイプにより、図５のようにユーザ

の足元に直感的なナビゲーション情報を表示する

ことが可能になった。 

図５ プロトタイプの利用シーン 
■利用シーンアイデア 
 このインタフェース利用シーンとしては、次の

ようなものが考えられる。 
①空港にて 

搭乗券の情報（出発時刻、搭乗クラス、目的地、禁/

喫煙等）と搭乗券の位置情報、時刻を元にユーザの足

元にその人に合わせた情報が表示する。 

②新幹線に乗るために 

改札を通ったことをセンターで検知し、駅構内での

案内を開始する。その時点での最新の運行情報を元

に最適な乗り換え案内（階段位置、車両号数）を行う.｡ 

 その他、大規模な医療施設、図書館、デパートや公

共施設、博覧会場での利用が考えられる。 

 

■今後の課題 

（１） インタフェースの評価 

実際にユーザをこのインタフェースで誘導するテスト

を行い、評価を行う。 

（２）セキュリティ面を考慮した機能の向上 

自分の進む方向が他人にも容易に見られてしまうこ

とが、これがセキュリティの点から問題となるのかどうか

は現時点では判断できない。そのためこれらのセキュ

リティ面を考慮し機能を向上していく。 

（３） 実用化に向けたシステムの検討 

実用化のためには高精度の位置情報を取得できる

認識技術や安価で設置が容易な表示デバイス等が必

要になる。今後は、それらについても検討を行う。 
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